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　喫煙による健康への影響は大きい。
　肺がんをはじめとした各種のがん、心
臓病などの疾患による死亡を起こりやす
くするからだ。併せて、たばこに含まれ
るニコチンには依存性があり、やめたい
と思っても容易にやめることができない
ことも大きく影響する。
　公益財団法人放射線影響研究所は、約
6万8,000人の喫煙者を、1963年から約
30年間にわたり追跡調査を行った。結
果、「喫煙者の寿命は、喫煙しない人と
比べ、男性は 8年、女性は 10年短い」
と示した。「喫煙者の約半数は、喫煙が
原因で死亡する」と指摘する医師もある。
　では、喫煙をする人の数は日本国内に、
どの程度いるのだろうか。
　平成23（2011）年厚生労働省国民健
康栄養調査によれば、「習慣的に喫煙し
ている者の割合は、20.1％（男性32.4％、
女性9.7％）」である。属性別に見ると、
男女ともに 30代の喫煙率が最も高く、
なかでも 30代男性の喫煙率は 43.9％と、
各層のなかで最も高い。
　傾向としては、男性は 1995年の喫煙
率52.7％以降、漸減傾向にある。女性
は 1995年以降、10％前後と横ばい傾向
だ。
　また、現在習慣的に喫煙している者の

うち、たばこをやめたいと思う者の割合
は、男性32.8％、女性42.8％となって
いる。
　なお、本調査における「習慣的な喫煙」
とは、これまでに、たばこを習慣的に吸
っていたことがある者は、「合計100本
以上又は 6 カ月以上たばこを吸ってい
る（吸っていた）者のうち、『この 1 カ
月間に毎日又は時々たばこを吸ってい
る』と回答した者」と定義されている。

　「禁煙をしたくなるのは月曜日」であ
ることを示した研究結果が、米国ジョン・
ホプキンス大学により公表された。
　この研究では、Google の検索キーワ
ード記録を用い、「タバコ　やめたい」
といった検索をしている事例について分
析を行った。2008年から 2012年に行
われた、英語、フランス語、中国語、ポ
ルトガル語、ロシア語、スペイン語での
検索を対象としている。
　この研究では、6 カ国語のいずれにお
いても「禁煙を求める検索は週の前半に
偏っており、特に月曜日が多い」という
結果が共通していたという。例えば、英
語での検索を見ると、月曜日に行われた
禁煙関連検索は水曜日より 11％多く、
金曜日より 67％多く、土曜日よりも
145％多かった。

　同大学のグローバル・タバコ・コント
ロール研究所所長のジョアンナ・コーエ
ン博士は、このような調査結果が得られ
たことにより、禁煙キャンペーンの実施
をより効率的に行い、禁煙の成功率を高
めることができるはずだ、としている。

　自分がどのくらい喫煙しているのかと
いうことを自覚させ、禁煙の手助けをし
よう、という取り組みもある。フロッグ
デザインによる SMOKELESS は興味
深い取り組みだ。フロッグデザインは、
工業デザインに関するコンサルタントを
行う企業であり、SMOKELESS は同
社ミラノ支社のアルベルト・タッコーニ
らの仕事による。
　SMOKELESS では、喫煙をする際
に必要不可欠な器具であるライターが大
切な役割を果たす。専用のライターは、
たばこに火をつけたことを検知すると、
Bluetooth 通信を介して、スマートフォ
ンにそのデータを収集するのだ。
　スマートフォン用のアプリケーション
は、たばこの消費量について日次・週次
などの単位で可視化し、「特にこういう
場所にいるときに禁煙頻度が高いので、
意識したほうが良いですよ」などと自覚
を促す。また、たばこを吸いそうになっ
たときに、喫煙の代わりに「仮想のペッ
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ト」を育てるようなアプリケーションを
提供している。吸えば吸うほど、このペ
ットが元気を失っていく、という仕組み
だ。
　Silversmoke は、たばこ自体がネット
ワークに接続する。もちろん、SMOKE 
LESS プロジェクトがライターに通信
機能を具備させたことからもわかるよう
に、紙巻たばこ自体に通信機能を具備す
ることはできない。Silversmoke は、
たばこはたばこでも電子タバコの一種だ。
これは、ソーシャルかつ面白い方法で、
喫煙量を減らさせようという取り組みだ。
　電子タバコとは、紙巻たばこを模して
つくられた機器であり、吸い口から吸引
するとバッテリー内のセンサが反応し、
先端のライトが点灯すると同時に変霧器
へと供給されたカートリッジの液体が霧
化され蒸気となって吸い口へと流れてい
く、という紙巻たばこの代用品だ。
　火気を用いないこと、副流煙が発生し
ないことなどから、喫煙の代替として口
ざみしさを紛らわすために用いているケ
ースもある。
　国内ではニコチン成分を含む電子タバ
コの提供は許可されていないが、国外に
おいてはニコチンを含むカートリッジも
提供されている。
　電力を用いてカートリッジ内の気体を
霧化する。この「通電しているたばこ」
という特性や、デバイス自体はリユース
するという特性を活かし、たばこ自体が
Bluetooth を介してスマートフォンと接
続するようになっている。
　先の SMOKELESS と同様に、「何
時にどこで喫煙したのか？」という「た
ばこの本数（Cigs）」という指標がある。
そ れ に 加 え て、「 何 回 吹 か し た か

（Puffs）？」という数もカウントされて
いる。国外ではニコチン成分を含む電子
タバコも提供されていることから、Puff
数にもとづき「今日のニコチン摂取量」
も推計され、スマートフォン上で管理で
きるようになっている。
　また、ソーシャルネットワークへの情

報発信も可能となっており、「禁煙期間
の競争」といったかたちで、禁煙を挫折
せずに続けることを促す仕組みもある。
現在は開発中であるが、80 ドルから
100 ドルぐらいの価格にて販売すること
を計画中だ。

　最後に、少し変わった研究として、「入
れ歯型センサ」の事例を紹介しよう。
　これは、国立台湾大学の Hao-huan 
Chu（朱浩華）教授らによる研究だ。「ウ
ェアラブル口腔センサーシステム」と呼
ばれ、入れ歯の中に埋め込まれた 3軸の
加速度センサが、1秒間に 100回顎の動
きを検知・記録する。これらのデータに
よって、噛む・飲む・話す・咳をすると
いった口にまつわるどのような行動が行
われているのかを予測する。
　このようなセンサを多機能化すること
によって、喫煙状況の把握や、口腔内に
取り入れられた刺激物の経時記録などを
行うこともできるようになることが期待
される。
　そのほか、「口ざみしい」といった状
態がどのような状態であるかの理解が進
むことによって、たばこに手が伸びる前
に別の刺激を与える解決策が考案される
ことも想定できるだろう。禁煙プログラ
ムのお医者さんに、入れ歯からメールが
送られることも想定される。

　自分がどのようなタイミングで喫煙す
るのかと問われたときに、「飲み会」「食
後」「仕事がうまくいっていないとき」
などをぱっと答えられる人は多い。しか
し、本当にそのタイミングでの喫煙が一
番多いのだろうか。自分がどのようなタ
イミングで喫煙に至るのかを、一目瞭然
に可視化することは禁煙を進める前工程
として重要であろう。
　可視化については SMOKELESS の
取り組みが良いヒントを与えてくれる。
この事例では、「通電していない、毎回
消費されてしまう普通の紙巻たばこ」に

対して直接的に通信を具備することが不
可能であった。それゆえに、間接的にラ
イターの稼働状況から喫煙状況をうかが
う、という発想を得た。「真に測りたい
ものが測りにくい場合に、別の指標で代
替する」という発想だ。
　また、Silversmoke が提示する、ソ
ーシャルネットワーク上で禁煙を宣言し、
その達成に至るプロセスを衆目監視のも
とで行う、という取り組みは、禁煙に限
らぬさまざまな領域で適用可能だろう。

　なお、本原稿の作成に際して、「タバ
コ　中毒」に関して調べていると、「無
線 LAN は新世代のタバコ」とするイン
フォグラフィクスがあった。「3割のア
メリカ人は一時間以上無線 LAN を使え
ないと不満を言う」「75％のアメリカ人
は一週間以上無線 LAN を使えないこと
は、一週間以上コーヒーが飲めないこと
よりも、機嫌を悪くさせる」というもの
だ。ひとつの中毒対象から離れても、別
の中毒対象を探してしまうものかもしれ
ない。これは余談である。
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